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■ 当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 と
クローズド期間

2014年12月2日から2024年10月15日ま
で（なお、クローズド期間は2016年11月
30日までです。）

運 用 方 針 信託財産の中長期的な成長を目標に積極的
な運用を行うことを基本とします。

主要投資対象
わが国の金融商品取引所に上場（これに準
ずるものを含みます。）している株式を主
要投資対象とします。

組 入 制 限

・原則として株式への投資割合を信託財産
総額の50％以上とし、株式以外への資
産（株式以外の株式関連投資を含みま
す。）への投資割合は、信託財産総額の
50％未満とします。
・外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ
き、分配を行います。
・分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収入および売買
益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。
・分配金額は、委託会社が基準価額水準、
市況動向等を勘案して決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合等は、分配
を行わないこともあります。
・留保益の運用については、特に制限を設
けず、委託会社の判断に基づき、元本部
分と同一の運用を行います。

スパークス・日本株式
スチュワードシップ・ファンド

愛称：対話の力
第6期 運用報告書(全体版)

(決算日　2020年10月15日)

受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、『スパークス・日本株式スチュワードシップ・
ファンド』は、このたび、第6期の決算を行いました。
ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上
げます。
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■ 最近5期の運用実績

決　　算　　期
基　準　価　額 TOPIX(配当込み) 株　　式

組入比率
純資産
総　額(分配落) 税込み

分配金
期　中
騰落率 (参考指数) 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

2期(2016年10月17日) 11,574 50 2.1 1,925.42 △  7.2 92.4 1,567
3期(2017年10月16日) 14,454 127 26.0 2,498.74 29.8 92.0 1,264
4期(2018年10月15日) 13,628 45 △  5.4 2,487.57 △  0.4 93.8 1,177
5期(2019年10月15日) 12,663 19 △  6.9 2,467.63 △  0.8 97.3 972
6期(2020年10月15日) 15,020 133 19.7 2,545.97 3.2 94.9 1,015

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込みです。
(注2) 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み)」です。
(注3) 東証株価指数(TOPIX)とは、東京証券取引所第一部上場全銘柄の基準時(1968年1月4日終値)の時価総額を100として、そ

の後の時価総額を指数化したものです。TOPIXは、東京証券取引所の知的財産であり、東京証券取引所はTOPIXの算出
もしくは公表の方法の変更、TOPIXの算出もしくは公表の停止またはTOPIXの商標の変更もしくは使用の停止を行う権
利を有しています。

■ 当期中の基準価額と市況等の推移

年　　月　　日 基　準　価　額 TOPIX(配当込み) 株　　式
組入比率騰　落　率 (参考指数) 騰　落　率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％
2019年10月15日 12,663 － 2,467.63 － 97.3

10月末 13,325 5.2 2,539.02 2.9 91.2
11月末 13,973 10.3 2,588.40 4.9 91.9
12月末 14,642 15.6 2,625.91 6.4 93.8

2020年  1月末 14,226 12.3 2,569.77 4.1 93.4
2月末 12,202 △  3.6 2,305.76 △  6.6 95.5
3月末 12,047 △  4.9 2,167.60 △12.2 93.6
4月末 12,782 0.9 2,261.88 △  8.3 89.6
5月末 13,710 8.3 2,416.04 △  2.1 90.9
6月末 13,737 8.5 2,411.45 △  2.3 92.2
7月末 13,764 8.7 2,314.39 △  6.2 94.0
8月末 14,661 15.8 2,503.59 1.5 95.3
9月末 15,092 19.2 2,536.14 2.8 96.1

(期　　　末)
2020年10月15日 15,153 19.7 2,545.97 3.2 94.9

(注) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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■ 運用経過

1) 基準価額等の推移　(2019年10月16日～2020年10月15日)

基準価額は期首に比べ、19.7％(分配金再投資ベース)の上昇となりました。

※ 分配金再投資基準価額は、収益分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

※ 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購
入価額により課税条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

※ 当ファンドにベンチマークはありません。参考指数は「TOPIX(配当込み)」です。
※ 参考指数は期首(2019年10月15日)の基準価額に合わせて指数化しております。

2) 基準価額の主な変動要因

　当期の日本株式市場は、上下変動を経て前期比を若干上回る水準で期末を迎えました。そのような
中、ボトムアップ・リサーチを通じて企業価値向上の見込める企業に絞り込んで投資を行った結果、
基準価額は期首に比べ19.7％（分配金再投資ベース）の上昇となり、市場全体よりも上昇率が高い形
となりました。

2019/10/15 2020/10/15

(円) (億円)

第6期首：12,663円
第6期末：15,020円(既払分配金133円)
騰 落 率：    19.7％(分配金再投資ベース)
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3) ベンチマークとの差異
※ 当ファンドはベンチマークを設けておりません。

右記のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数
の騰落率との対比です。

※ 参考指数は、「TOPIX(配当込み)」です。

(注) 基準価額の騰落率は、分配金込みです。

第6期
(2019/10/16～2020/10/15)
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■ 投資環境

　当期、当ファンドの参考指数であるTOPIX（配当込み）は前期末に比較して3.2％の上昇となりま
した。
　期首は米中貿易摩擦の緩和と、米国の良好な企業業績に牽引される形で株価は年末まで上昇しまし
た。続く2－3月期には、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、株式市場は大幅に下落しました。
　その後、国内において緊急事態宣言の解除・感染者数の減少や堅調な企業業績に支えられ株価は回
復基調に転じました。9月に発足した菅新政権の各種政策が好感される形で株式市場の上昇基調は継続
し、結果として期初を若干上回る水準まで回復し、期末を迎えました。
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■ ポートフォリオ

　当期も従来から引き続き、銘柄を組入れる際には株価と潜在的な企業価値との乖離が大きく、ス
チュワードシップ責任に沿って「目的を持った対話」を行うことで、その差が解消される可能性の高
い銘柄に選別投資し、積極的にリターンを追求するという基本方針のもと、時価総額や業種等の属性
にとらわれずに銘柄選定を行い、ポートフォリオを構築しました。
　投資を開始した銘柄のうち主なものはセラミックメーカーのMARUWA、ゲーム・アプリ開発企業
のディー・エヌ・エーなどです。
　一方で、業績見通しの悪化などを要因に投資判断を見直したパラマウントベッドホールディングス、
沢井製薬、安藤・間など複数の銘柄を全売却しました。

（主なプラス要因）
　当期のパフォーマンスに対してプラスに寄与した主な銘柄は、太陽光発電関連のウエストホール
ディングス、セラミック部品メーカーのMARUWA、デジタルペンメーカーのワコムなどです。
　ウエストホールディングスはメガソーラー販売の好調さと、電力仕入れ価格の改善が業績に寄与し、
株価は上昇しました。
　MARUWAは、主力のセラミック製品の利益率が大きく向上したことが好感され、株価は上昇しま
した。
　ワコムは、企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）化等の影響も受け、同社デジタル入力
機器の売上は拡大し、株価は上昇しました。

（主なマイナス要因）
　当期のパフォーマンスに対してマイナスに影響した主な銘柄は、筆記用具メーカーのパイロット
コーポレーション、総合建設企業の安藤・間、菓子メーカーの森永製菓などです。
　パイロットコーポレーションは、各国の学校閉鎖や在宅勤務実施に伴い筆記具の売上が縮小し、株
価は下落しました。
　安藤・間は、東京五輪に伴う建設需要が剥落する中で業績予想の下方修正が嫌気され、株価は下落
しました。
　森永製菓は、新型コロナウイルス感染症の拡大下で同社製品の消費が減少し、株価は下落しました。
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■ 今後の運用方針

　当ファンドでは以下のようなプロセスで銘柄を絞り込み、ポートフォリオを構築しております。ま
ず、投資仮説を軸にファンダメンタルズの改善や株価の上昇に余地があると思われる銘柄を抽出しま
す。その際はROE（株主資本利益率）の水準や安定性などの財務指標や、PBR（株価純資産倍率）、
PER（株価収益率）、EV／EBITDA、配当利回りなどの各種株価指標を多面的に見ることで抽出精度
を高めます。また、株主構成や取締役構成などを分析することで、当ファンドが当該企業の価値向上
に貢献できる関係を構築できる可能性を考慮します。その上で3つの着眼点（企業収益の質・市場成長
性・経営戦略）を用いて定性的な評価を行い、企業の実態価値を推定し、実態価値と市場価値（株
価）の差であるバリュー・ギャップを計測します。そして、企業経営者との対話が、そのギャップを
埋めるきっかけ（カタリスト）になると見込まれる企業に選別投資します。
　また、定期的に企業とミーティングを持つことで「目的を持った対話」を実現してまいります。
ミーティングの場においては中長期の企業価値向上に向けた経営戦略について多面的に対話を行いま
す。日本には強固な事業基盤を有していながら、経営戦略の一部に合理的を欠くことから株価が実態
価値よりも低く評価されている企業が数多く存在します。これらの企業の経営者と資本市場の橋渡し
となるべく、投資家として見解を伝達し、潜在的な企業価値の顕然化に貢献していくことを目指して
まいります。

　今後とも引き続きご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

前期末(2019年10月15日)
銘　柄　名 業 種 比率(％)

1 ヤマハ その他製品 8.5
2 ソニー 電気機器 8.2
3 森永製菓 食料品 7.7
4 ディスコ 機械 6.7
5 ニチアス ガラス・土石製品 6.6
6 森永乳業 食料品 6.3
7 トーカイ サービス業 6.1
8 コシダカホールディングス サービス業 6.0
9 コクヨ その他製品 5.6
10 沢井製薬 医薬品 5.2

※ 比率は対純資産

当期末(2020年10月15日)
銘　柄　名 業 種 比率(％)

1 森永乳業 食料品 8.4
2 ＭＡＲＵＷＡ ガラス・土石製品 8.2
3 帝国繊維 繊維製品 8.2
4 ワコム 電気機器 7.6
5 マブチモーター 電気機器 7.4
6 ニチアス ガラス・土石製品 7.0
7 森永製菓 食料品 6.4
8 パイロットコーポレーション その他製品 6.2
9 スシローグローバルホールディングス 小売業 6.2
10 ソニー 電気機器 6.1

※ 比率は対純資産

〔 組入上位10銘柄 〕

CC_20704199_03_ostスパークス_日本株式スチュワードシップF_運用経過.indd   5 2020/12/03   17:58:16



スパークス・日本株式スチュワードシップ・ファンド 愛称：対話の力

6

■ 分配金

　当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して1万口当たり133円（税込
み）とさせていただきました。留保益につきましては、信託財産中に留保し、当ファンドの基本方針
及び今後の運用方針に基づき運用させていただきます。

〔 分配原資の内訳 〕
(単位：円　1万口当たり・税込み)

項　　　目
第6期

(2019年10月16日～
2020年10月15日)

当期分配金 133
(対基準価額比率) ( 0.88％)

当期の収益 133
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 5,073

(注1) 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外
の合計が当期分配金(税込み)に合致しない場合があり
ます。

(注2) 該当欄に数値がない場合は「－」、小数点以下のみの
数値の場合は「0」にて表示します。

(注3) 当期分配金の「対基準価額比率」は当期分配金(税込
み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、
ファンドの収益率とは異なります。

CC_20704199_03_ostスパークス_日本株式スチュワードシップF_運用経過.indd   6 2020/12/03   17:58:16



スパークス・日本株式スチュワードシップ・ファンド 愛称：対話の力

7

■ 1万口当たりの費用明細

項　　　　目
当　期

項目の概要2019年10月16日～2020年10月15日
金　額 比　率

(a) 信 託 報 酬 257円 1.879％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
(投 信 会 社) (133) (0.972) ・ファンドの運用、開示書類等の作成、基準価額

の算出等の対価
(販 売 会 社) (118) (0.863) ・購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理および事務手続
き等の対価

(受 託 会 社) (  6) (0.044) ・ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの
指図の実行等の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 18 0.132 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期
中の平均受益権口数

(株 式) ( 18) (0.132) ・有価証券等を売買する際に発生する費用
(c) そ の 他 費 用 15 0.109 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均

受益権口数
(監 査 費 用) (  1) (0.007) ・監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
(印 刷 費 用) ( 14) (0.102) ・法定書類等の作成、印刷費用
(そ の 他) (  0) (0.000) ・信託事務の処理等に関するその他の諸費用

(d) 実 績 報 酬 206 1.506 ・ファンドの運用実績に応じて委託会社が受け取
る運用の対価

合　　　計 496 3.626
期中の平均基準価額は13,680円です。

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。

(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
(注3) 各比率は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3

位未満は四捨五入してあります。
(注4) 実績報酬は、決算期末に確定した1万口当たりの金額です。なお、解約時に確定した金額は考慮していません。
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（参考情報）
〇総経費率

　当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は3.48％です。

(注) 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
(注) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
(注) 各比率は、年率換算した値です。
(注) 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と

は異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.97％

実績報酬
1.50％

その他費用
0.11％ 運用管理費用

（受託会社）
0.04％

運用管理費用
（販売会社）
0.86％

当ファンド
3.48％

総経費率
3.48％

CC_20704199_04_ostスパークス_日本株式スチュワードシップF_1万口.indd   8 2020/12/03   17:58:18



スパークス・日本株式スチュワードシップ・ファンド 愛称：対話の力

9

■ 期中の売買及び取引の状況　(2019年10月16日から2020年10月15日まで)
　株　式

買　　　付 売　　　付
株　　　数 金　　　額 株　　　数 金　　　額

国　内 千株 千円 千株 千円
上 場 388 747,613 479 929,957

(46) (4,103) (－) (4,103)
(注1) 金額は受け渡し代金。
(注2) 単位未満は切り捨て。
(注3) (　)内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

■ 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項　　　　　　　　目 当　　　　　　　　期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,677,571千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 862,645千円
(ｃ) 売 買 高 比 率 (ａ)／(ｂ) 1.94

(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

■ 利害関係人との取引状況等　(2019年10月16日から2020年10月15日まで)
(1) 当期中の利害関係人との取引状況

当期中における利害関係人との取引はありません。

■ 主要な売買銘柄　(2019年10月16日から2020年10月15日まで)
　株　式

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　柄 株 数 金 額 平均単価 銘　　　柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
パイロットコーポレーション 23 96,243 4,184 ソ ニ ー 14.8 101,285 6,843
マ ブ チ モ ー タ ー 17.7 81,695 4,615 ヤ マ ハ 16.8 93,641 5,573
安 藤 ・ 間 93.1 78,859 847 ウエストホールディングス 40.32 78,665 1,951
デ サ ン ト 54.3 78,832 1,451 デ ィ ス コ 3 69,654 23,218
ソ ニ ー 10.2 70,075 6,870 安 藤 ・ 間 93.1 63,216 679
Ｍ Ａ Ｒ Ｕ Ｗ Ａ 10 65,783 6,578 ト ー カ イ 25.3 60,190 2,379
デ ィ ス コ 2 47,397 23,698 コ ク ヨ 35.4 56,066 1,583
帝 国 繊 維 20.5 41,430 2,021 パラマウントベッドホールディングス 12.7 55,462 4,367
ワ コ ム 57.9 35,962 621 沢 井 製 薬 9.2 55,207 6,000
デ ィ ー ・ エ ヌ ・ エ ー 16 28,909 1,806 デ サ ン ト 30.3 48,199 1,590

(注) 金額は受け渡し代金。
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■ 信託財産と委託会社との間の取引の状況　(2019年10月16日から2020年10月15日まで)
　委託会社が行う第一種金融商品取引業及び第二種金融商品取引業に係る業務において、信託財産と
の当期中における取引はありません。

■ 有価証券の貸付及び借入の状況　(2020年10月15日現在)
　該当事項はありません。

(2) 利害関係人の発行する有価証券等の売買状況及び期末残高
該当事項はありません。
(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定する利害関係人です。

■ 委託会社による自社が設定する投資信託の受益証券又は投資法人の投資証券の自己取得及
び処分の状況　(2019年10月16日から2020年10月15日まで)

　該当事項はありません。

■ 組入資産の明細　(2020年10月15日現在)
　国内株式

銘　　　柄 期首(前期末) 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業(2.5％)

ウエストホールディングス 36.4 7.9 24,450
食料品(15.6％)

森永製菓 14 15.5 65,022
森永乳業 14 16.3 85,575

繊維製品(12.8％)
帝国繊維 21.6 32.1 83,652
デサント － 24 40,080

医薬品(－％)
沢井製薬 9.2 － －
ゴム製品(－％)

オカモト 5.1 － －
ガラス・土石製品(16.1％)

ＭＡＲＵＷＡ － 8.6 83,678
ニチアス 32.6 29.3 71,081

機械(5.8％)
ディスコ 3 2 55,780

電気機器(22.2％)
マブチモーター － 17.7 74,959
ワコム 100.8 111.4 76,866
ソニー 12.6 8 62,056

輸送用機器(－％)
武蔵精密工業 10.5 － －
その他製品(6.6％)

パラマウントベッドホールディングス 12.7 － －

銘　　　柄 期首(前期末) 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
パイロットコーポレーション － 21.1 63,405
ヤマハ 16.8 － －
コクヨ 35.4 － －
情報・通信業(4.7％)

エイチーム － 25 21,525
ｇｏｏｄｄａｙｓホールディングス － 18.6 23,770

卸売業(－％)
山善 41.1 － －
小売業(6.5％)

スシローグローバルホールディングス 6.1 22.3 62,886
サービス業(7.1％)

コシダカホールディングス 38 － －
ディー・エヌ・エー － 16 30,944
Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ － 14.7 37,279
トーカイ 25.3 － －

合 計 株 数 ・ 金 額 435 390 963,012
銘柄数<比率> 18銘柄 17銘柄 ＜94.9％＞

(注1) 銘柄欄の(　)内は、国内株式の評価総額に対する各業
種の比率。

(注2) 合計欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。
(注3) 評価額の単位未満は切り捨て。
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■ 投資信託財産の構成　(2020年10月15日現在)

項　　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 ％
株 式 963,012 91.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 87,151 8.3
投 資 信 託 財 産 総 額 1,050,163 100.0
(注) 金額の単位未満は切り捨て。

■ 資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2020年10月15日現在)

項　　　　　目 当　期　末
(Ａ) 資 産 1,050,163,496円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 84,601,896
株 式 963,012,400
未 収 配 当 金 2,549,200

(Ｂ) 負 債 34,922,249
未 払 収 益 分 配 金 8,989,664
未 払 解 約 金 2,119,486
未 払 信 託 報 酬 23,310,569
未 払 利 息 231
そ の 他 未 払 費 用 502,299

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,015,241,247
元 本 675,914,587
次 期 繰 越 損 益 金 339,326,660

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 675,914,587口
1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,020円

<注記事項(当期の運用報告書作成時では監査未了)>
①期首元本額� 768,087,901円
期中追加設定元本額� 197,143,416円
期中一部解約元本額� 289,316,730円

■ 損益の状況
当期　(自2019年10月16日　至2020年10月15日)
項　　　　　目 当　　　期

(Ａ) 配 当 等 収 益 13,294,422円
受 取 配 当 金 13,354,973
受 取 利 息 △� � � � � � � ��16
そ の 他 収 益 金 331
支 払 利 息 △� � � � �60,866

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 171,151,045
売 買 益 290,231,266
売 買 損 △119,080,221

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △  32,946,147
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 151,499,320
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 29,722,302
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 167,094,702

(配 当 等 相 当 額) (　170,683,390)
(売 買 損 益 相 当 額) (△� � 3,588,688)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 348,316,324
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △    8,989,664

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 339,326,660
追 加 信 託 差 損 益 金 167,094,702
(配 当 等 相 当 額) (　170,683,390)
(売 買 損 益 相 当 額) (△� � 3,588,688)
分 配 準 備 積 立 金 172,231,958
繰 越 損 益 金 0

(注1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換
えによるものを含みます。

(注2) 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対す
る消費税等相当額を含めて表示しています。

(注3) 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信
託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差
し引いた差額分をいいます。
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②分配金の計算過程
項　　　　　　目 第 6 期

費用控除後の配当等収益額 A 10,919,005円
費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券等損益額 B 70,256,735円
収益調整金額 C 170,683,390円
分配準備積立金額 D 100,045,882円
当ファンドの分配対象収益額（E=A＋B＋C＋D） E 351,905,012円
当ファンドの期末残存口数 F 675,914,587口
1万口当たり収益分配対象額（G=E/F×10,000） G 5,206.35円
1万口当たり分配金額 H 133円
収益分配金金額（I=F×H/10,000） I 8,989,664円

■ 分配金のお知らせ

1万口当たり分配金（税込み） 133円

◇分配金は各決算日から起算して5営業日までにお支払を開始しております。
◇分配金を再投資される方のお手取分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に
繰り入れて再投資いたしました。
◇課税上の取り扱い
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分
配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」に分かれます。分配後の基準価額が個
別元本と同額または上回る場合は全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を
下回る場合は下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となり
ます。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該
元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

※ 詳細につきましては、税務専門家等に確認されることをお勧めします。
　 なお税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。

■ お知らせ
　該当事項はありません。
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